
社会－１４（第６学年） 課題を解決するための計画を考えてまとめる事例

【学習活動の概要】

１ 単元名 世界の平和と日本の役割

２ 単元の目標

我が国の国際交流や国際協力の様子，国際連合の働きを調べ，世界平和の大切さと我が国が

世界において重要な役割を果たしていることを考えるようにする。

３ 評価規準

【社会的事象への関心・意欲・態度】

我が国の国際交流や国際協力の様子，国際連合の働きに関心をもち，意欲的に調べ，これか

らの我が国の役割について考えようとしている。

【社会的な思考・判断・表現】

世界の平和や発展のために，日本が現在どのような役割を果たしているのかについて，国際

交流や国際協力，国際連合の具体的な取組を例に考え適切に表現している。

【観察・資料活用の技能】

我が国の国際交流や国際協力の様子，国際連合の働きについて，調査したり地図や各種の資

料を活用したりして，必要な情報を集めて読み取ったりまとめたりしている。

【社会的事象についての知識・理解】

我が国の国際交流や国際協力の様子及び平和な国際社会の実現に努力している国際連合の働

きを理解している。

４ 教材

我が国の国際交流や国際協力の様子，国際連合の役割について学習することで，親善や理解

を深め合おうとする態度や，国際理解や国際協力の精神などの地球市民としての資質や能力の

育成を図ることができる。

５ 主な学習活動

（１）単元の指導計画（全９時間）

学習活動 言語活動に関する指導上の留意点

○サッカーワールドカップ出場国について調べる。（1）
○世界で活躍する人の話を聞く。（1） ・振り返って感想（400 字程度）

○青年海外協力隊の活動や国際協力の様子を調べ，新聞 にまとめさせる。

にまとめる。（2） ・テーマを決めて必要な情報を選

○ユニセフの活動と国際連合の働きを調べ，新聞にまと んで新聞にまとめさせるように

める。(2) する。

○世界の災害の復興や環境問題の解決のための取り組み ・自分の考えを交えて，調べたこ

を調べ，発表する。（2） とを発表させる。

○国際社会の中で，自分たちに何ができるか考え，計画

書を書く。（1）本時

（２）本時の学習（９／９）

①目標 国際協力に関心をもち，自分たちでできることを考えることができるようにする。

②展開

○自分たちができる国際協力について考える。

○具体的な方法を考える。



【解説】

【指導事例と学習指導要領との関連】

小学校学習指導要領・社会の第６学年の内容（３）では，「世界の中の日本の役割について，

次のことを調査したり地図や地球儀，資料などを活用したりして調べ，外国の人々と共に生き

ていくためには異なる文化や習慣を理解し合うことが大切であること，世界平和の大切さと我

が国が世界において重要な役割を果たしていることを考えるようにする」，「イ 我が国の国

際交流や国際協力の様子及び平和な国際社会の実現に努力している国際連合の働き」と示され

ている。また、各学年にわたる内容の取扱いと指導上の配慮事項として「社会的事象を多面的，

総合的にとらえ公正に判断することができるようにする」ことが示されている。

『小学校学習指導要領解説 社会編』においては，学年の目標に関する記述として「調べた

ことや社会的事象の意味について広い視野から考えたことを，根拠や解釈を示しながら図や文

章などで表現し説明することができるようにする」ことが示されている。

これらを踏まえて，本事例では、調査やレポートや計画書の作成，意見の論述などの知識・

技能を活用する学習活動を充実する。すなわち，各種の資料から情報を読み取ること，社会的

事象の意味を解釈すること，事象の特色や事象間の関連を説明すること，自分の考えを論述す

ることを通して，言語活動の充実を図ることを考えた。

【言語活動の充実の工夫】 ―「自分たちができること」を話し合い，計画書にまとめる―

○自分の考えを書く時間を十分に設定する。

○ペア学習やグループ学習を取り入れた。

○自分の考えを再構成してまとめる時間を設定した。

児童の社会的な思考力・判断力を育てるためには，児童がそ

れぞれ自分の考えをもった上で，話合い活動を行うことが必要

である。そのために，自分の考えを整理して書く時間を十分設

定した。単に時間を設けるだけではなく，児童が自分自身の考

えをもてる学習課題にすることや，どのように書けばよいかを

明確に示すようにした。

話合いは，自分の考えを発表して終わりではない。友達が言

おうとしていることを理解しようとして聞く共感的な聞き方や，

自分の考えとの相違を整理しながら聞く聞き方を育むことに努

めた。そのために，ペア学習やグループ学習を活用した。その

上で，学級全体での話合いの場を設定し，多面的・総合的な見

方や考え方を育てようと意図した。

また，児童の社会的な思考力・判断力を育てるためには，話

合いで終わるのではなく，１単位時間の話合い後や単元が終わ

った後などに，自分の考えをもう一度見直し，再構成してまと

める時間を設定した。このように意図的に言語活動を位置付け

ることにより，思考力が高まると考えた。

本時で行った計画書は，今まで学習した国際交流や国際協力

から，自分たちが実際にできることをグループで調べ，各自で

まとめたものである。本校の「くすのきタイム」（総合的な学習

の時間）でも行った「ちょっとしたボランティアを皆で進める

活動」を思い起こしたり，世界中には十分な学習用具がそろわ

ない子どもたちがいることを知ったりすることから，具体的な

方法を考え，計画書として表現することにつながった。

思考力・判断力・表現力等の学習活動の分類： ⑤，⑥


